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九州地方整備局

１．長崎県北部地域の状況
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１．西九州自動車道の概要

長崎県北部地域の状況

○西九州自動車道は福岡県福岡市を起点とし、佐賀県唐津市・伊万里市、 長崎県松浦市
佐世保市を経由して佐賀県武雄市で九州横断自動車道長崎大分線に接続する延長約
１５０ｋｍの自動車専用道路である。

○そのうち、現在９５kmは供用済みであり、松浦～佐々間約１９ｋｍは西九州自動車道唯一
の未事業化区間となっている。

広 域 図

※未供用のＩＣ名は仮称

凡 例

調査中区間

事業中区間

供用中区間

高規格幹線道路等
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２．地域・人口

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

○北松地域は長崎県の北部に位置し、地理的制約から多くの課題を抱えるため半島振興
地域に指定されている。

○長崎県の人口の約７％にあたる約１０万人が居住しており、人口の推移については減少
傾向である。

○高齢化率は約２９％と超高齢社会であり、特に平戸市は増加傾向が著しい。

■人口の推移
■北松地域

減少傾向

■高齢化の推移 資料：国勢調査

長崎県北部地域の状況

資料：国勢調査

増加傾向
旧鹿町町

（現佐世保市）

旧小佐々町

（現佐世保市）

旧世知原町

（現佐世保市）

旧吉井町

（現佐世保市）

旧江迎町

（現佐世保市）

旧田平町

（現平戸市）

旧福島町

（現松浦市）

旧鷹島町

（現松浦市）

旧大島村

（現平戸市）

旧生月町

（現平戸市）

N
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３．生活

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

■世帯あたりの自動車保有台数の推移

資料：国勢調査、長崎県統計年鑑、自動車保有台数統計データ

長崎県平均を大きく上回る

■通勤通学時の利用交通手段の推移

長崎県北部地域の状況
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資料：国勢調査

自動車利用が増加傾向 ※平戸市、松浦市、佐々町を集計

○松浦市、平戸市、佐々町の世帯あたり自動車保有台数は年々増加しており、全国平均及
び長崎県平均を大きく上回っている。

○通勤通学時における移動交通手段の約７割が自動車に依存し、その依存度は増加傾向
である。

（長崎県）

（全国）
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○マアジ水揚げ量全国１位である松浦を始め、県北地域はマアジ漁が盛んであり、長崎県は

東京卸売市場で全国２位のシェアを占めている。

○平戸ヒラメや、旬あじ、平戸和牛などブランド化された魅力的な食材が豊富に存在。

○また、世界遺産暫定リスト登録の「長崎の教会群」などの観光資源も豊富に立地。

長崎県北部地域の状況
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■漁港別マアジ水揚げ量

資料：産地水産物流通統計（H23）

全国１位の漁獲量

東京卸売市場で全国２位の
シェアを占める

４．地域の特色

■東京卸売市場マアジ産地別取扱量

平戸和牛

旬（とき）アジ

平戸ひらめおがみ 長崎ふく

田平天主堂

宝亀教会

◆長崎の教会群とキリスト教関連遺産
長崎県をはじめ長崎県内の関係する７市町が主体と
なり、世界文化遺産登録を目指している。現在は、ユ
ネスコの世界遺産暫定一覧表に登録

黒島天主堂

※平成２４年全国和牛能力
共進会で日本一

※ブランド化されたマアジ
（ ４～８月に揚がる100g
以上のもの）

※養殖トラフグ
（漁獲量全国１位の佐世保、２位の松浦）

※ブランド化されたヒラメ
（１キロを超えるもの）

平戸島の聖地と集落（安満岳の参道）

旬（とき）さば

田平天主堂

宝亀教会
平戸島の聖地と集落

※ブランド化されたサバ
（400gを超えるもの）

黒島天主堂

※禁教時代に教会堂の代わりに
聖地として崇拝された場所

平戸城平戸オランダ商館

梶谷城跡

本土最先端の碑
神崎鼻公園

夕張岳展望台

ソレイユ吉井 御橋観音

潜竜ヶ滝

道の駅
昆虫の里たびら

星鹿城山

江迎本陣跡

西海パールシーリゾート

世知原温泉

佐世保市立白岳
自然公園

柚木川内キャンプ

長串山つつじ公園

6



九州地方整備局

２．一般国道４９７号（西九州自動車道）
松浦佐々道路の概要
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【計画概要】

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

・区間：長崎県松浦市志佐町浦免～長崎県北松浦郡佐々町沖田免
・延長：19.1km ・車線数：２車線 ・計画交通量：約11,600台/日
・全体事業費：約８００億円 ［自動車専用道路］

・H25.7 ：都市計画決定告示
・H25.7 ：環境影響評価書公告縦覧

【事業の経緯等】

【土工部】 【橋梁部】 【トンネル部】

一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路の概要

平面図
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凡 例
：供用区間
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九州地方整備局

３．一般国道４９７号（西九州自動車道）
松浦佐々道路の課題と整備効果
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１．西九州自動車道の広域的な位置付け

一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路の課題と整備効果

○西九州自動車道の全線整備により、横断道と一体となって循環型ネットワークが形成。

○また、九州横断道とのダブルネットワークにより、事故等の通行止めの際には代替路として機

能。

全線開通で３時間に

福岡市

×佐世保市

九州横断道での事故等の際には代替路として機能

長崎市

福岡

松浦

佐世保

佐賀

現 在
事 業 中 区 間 完 成
全 線 開 通

：２６７分
：２２９分
：１８６分
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11

佐世保市立総合病院

平戸市役所

松浦IC
（仮称）

佐々IC
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●平戸市から第３次救急医療施設への搬送件数は増加傾向。

●また、平戸市の周産期死亡率は全国の約２倍と高く、佐世保市の病院へ向かう途中に車

内で出産した事例もある。

○平戸市の第３次救急医療施設の６０分到達圏内人口は約５割で、松浦佐々道路の整備に

より、旧生月町等が追加となり６０分到達圏内人口が２割増加（1.8→2.5万人／3.3万人）。

■平戸市第３次救急医療施設
60分到達圏内人口比※

※離島を除く

一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路の課題と整備効果

60分以内に到達できる平戸市
の人口が２割増加

※平戸市の多量出血患者の救命率を
カーラーの救命曲線より算出

■搬送時間短縮による救命率の向上

２．救急医療アクセスの改善

平戸市の救命率が
７％→２３％に向上

28
35
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46 50 48 49
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H17H18H19H20H21H22H23H24

（件/年）

■平戸市から第３次救急医療施設
への搬送件数

資料：平戸市消防年報

■第３次救急医療施設６０分到達圏

搬送件数は
増加傾向

凡 例

：開通前60分圏域

：開通後60分圏域

：第３次救急医療施設

生月地区は第３次救急医療
施設60分到達圏内へ

■周産期死亡率の状況

[多量出血]

8.1

5.0

6.8

4.4

4.2

平戸市

松浦市

佐世保市

長崎県

全国

（人/千人）

周産期死亡率が
全国の約２倍

8.1平戸市

資料：長崎県衛生統計年
報（人口動態編）_H22

（人／千人）

_H22.3.16長崎新聞



●当地域は「北松型地すべり地帯」と称され、土砂・落石災害等が起こりやすい地域。

●大規模地震に伴う津波により被害が想定される区域。

●松浦市の全域、佐世保市・平戸市の一部は、玄海原発避難対象区域に指定されている。

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路の課題と整備効果

３．地域の災害リスク

50時間の全面通行止
が発生(H18)

平戸市
田平町

平戸市

佐世保市
鹿町町

佐世保市
江迎町

佐世保市
小佐々町

佐世保市
吉井町

松浦市

佐々町

佐々IC

(仮)松浦IC

(仮)調川IC

松
浦
佐
々
道
路

(仮)今福IC

平成18年9月の台風で国道204号
が冠水し、救助活動に支障を生
じました。浸水は、床上34棟、床
下55棟が発生しました。
（佐世保市江迎行政センター）

■北松型地すべりとは

玄武岩に水が浸透し、地すべ
りを起こしやすくなっている

松
浦
佐
々
道
路

凡 例

：供用区間

：事業中区間

：対象区間

玄海原発

道路が寸断道路が寸断

30km

写真① 法面崩壊状況
（江迎地区）H3.6.9

66.9

67.4

68.3

68.7

70.4

緑や自然の
豊かさ

火災や地震の
時の安全さ

医者にかかる
ときの便利さ

交通事故から
の安全さ

浸水や崖崩れ
等からの安全さ

▲ 生活環境の重要度の上位５位
資料：H20住民意識調査
（旧江迎町・旧鹿町町）

災害発生リスクの高い地域
であるため、住民は防災面

に不安を抱いている

粘土化して滑り
面を形成する特

徴がある
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ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路の課題と整備効果

４．緊急時の避難・救助活動

平戸市
田平町

平戸市

佐世保市
鹿町町

佐世保市
江迎町

佐世保市
小佐々町

佐世保市
吉井町

松浦市

佐世保市
世知原町

佐々町

佐々IC

(仮)松浦IC

(仮)調川IC

松
浦
佐
々
道
路

線形不良箇所
１３２箇所、

幅員狭小区間
１０区間

土砂・落石災害
２１回／10年

写真① 線形不良箇所（国道204号）①
③

福岡市

佐世保市

平戸市

複数の広域的ルート

写真② 線形不良箇所（国道204号） 写真③ 線形不良箇所（県道松浦江迎線）

②

●周辺の道路は原発災害時の避難経路にも指定されているが、線形不良・土砂災害等の

課題がある。

○現道の課題箇所を回避し、緊急時の迅速な避難・救助活動において機能する信頼性の高

い高速ネットワークが形成される。

○また、循環型ネットワークが形成され、複数の広域的ルートからの救助活動が可能となる。
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一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路の課題と整備効果
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644

267 254 267
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H22 H23 H24

佐世保市 平戸・松浦市（万人/年）

５．地域振興（新たな広域ルートの形成）

●北松地域は、豊富な漁獲量のマアジ、ブランド化された平戸ヒラメ・平戸和牛、歴史的な教会群等

魅力的な地域資源が多く存在するが、地理的制約よりポテンシャルを十分活かしきれていない。

○佐世保市（ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ等）は観光客数が大幅に増加しているが、平戸・松浦市では横ばい傾向で

あり、松浦佐々道路の整備により、佐世保～平戸～松浦を周遊する広域ルートが形成。

○また、平戸市から福岡市まで２時間圏内となり、観光面及び物流面で大きな効果が期待される。

２年で８０万人増加

横ばい

資料：H24長崎県観光統計

佐世保～平戸～
松浦を周遊する

広域ルートが形成

※福岡から自動車を利用した
場合の時間距離のイメージ

凡 例

：未整備区間
：整備済区間

平戸・生月

呼子

唐津

嬉野温泉

太宰府

日田市

糸島半島 福岡

佐世保・ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ

整備後
２時間圏

現況
２時間圏

■佐世保市、平戸・松浦市の観光客推移

■福岡市からの２時間圏

平戸・生月が概ね２時間圏内へ

平戸和牛

凡 例
：観光施設

佐々IC

相浦中里IC

佐世保中央IC
佐世保

みなとIC 佐世保
大塔IC

佐世保
三川内IC

佐世保

松浦平戸

ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ

松浦佐々道路
（西九州自動車道）
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九州地方整備局

４．費用便益分析結果
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費用便益分析結果

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約656億円

約782億円走行経費減少便益 約69億円

交通事故減少便益 約58億円

事 業 費

事業費

改良費 約133億円

約800億円
（約585億円）

約930億円
（約621億円）

橋梁・トンネル・IC費 約481億円

その他工事費 約148億円

用地補償費 約36億円

維持管理費
約130億円
（約36億円）

782億円
1.3＝

※現在価値化後

※上段：単純合計（税込）
下段：現在価値化後 621億円

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

合 計

合 計

16



九州地方整備局

５．とりまとめ
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佐世保 平戸市・松浦市（万人/年）

・平戸・松浦の過去２年の年間観光客数は横ばいで推移

・隣接する佐世保（ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ等）の観光客数は大幅に増

加しているが、佐世保～平戸～松浦間をつなぐ現道は

線形不良等により走行性が悪く、周遊する観光ルート

が形成されていないため、平戸・松浦では観光需要を

取り込めていない【図４】

２．道路交通上の課題

３．整備効果

１．事業概要

効果３ 地域経済・地域社会等 ［◎］
ひら ど

・平戸市が福岡市から２時間圏(日帰り圏)となることにより
新たな集客が見込まれ、観光振興による地域活性化が期待
される。【図６】

※平戸市～佐世保市間所要時間

・佐世保～平戸～松浦を周遊する観光ルートが強化され、
観光振興による地域活性化が期待される。【図６】

ひら ど

② 防災・災害時の救助活動等

効果１ 住民生活 ［◎］

③ 地域経済・地域社会等

効果２ 防災・災害時の救助活動等［◎］

一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路に係る新規事業採択時評価
まつ うら さ ざ

・周辺の道路は線形不良箇所等の
課題を抱える箇所が多数存在し
ており、一部は原発の避難経路
に指定されているが、緊急時の
避難・救助活動における信頼性
は低い【図３】

・現道の線形不良箇所や災害箇所等を回避し、緊急時の避
難等においても機能する信頼性の高い高速ネットワーク
が形成される

ひら ど まつ うら

さ せ ぼ

ひら ど

まつ うらさ せ ぼ

玄海原子力発電所

平戸市

平戸市
田平町

佐世保市
鹿町町

佐世保市
江迎町

佐世保市
吉井町 佐世保市

世知原町

相浦
中里IC

佐世保
中央IC

佐世保市

佐世保みなとIC

佐世保
大塔IC

佐世保
三川内IC

調川IC
（仮称）

今福IC
（仮称）

山代IC
（仮称）

楠久IC
（仮称）

伊万里西IC
（仮称）

伊
万
里
中

（仮
称
）

IC

佐賀県

佐々町

至

波
佐
見
有
田

IC

佐々IC

松浦IC
(仮称)

図１ 事業位置図

松浦佐々道路

凡 例

：供用区間

：事業中区間

：未事業化区間

：対象区間

図６ 長崎北部地域の観光ルート

凡 例

：観光施設

凡 例

600万人/年

300万人/年

150万人/年

観光客数

H24長崎県観光統計

松浦佐々道路

平戸 松浦

佐世保

ハウステンボス

図４ 長崎北部地域の観光客数の推移

図５ 第３次救急医療施設６０分圏域

平戸市
松浦市

佐々町

松
浦
佐
々
道
路 佐世保市

佐世保市立総合病院

ひら ど さ せ ぼ

佐世保～平戸～松浦
を周遊する観光ルート

• 救急医療アクセスが困難な地域の改善（第３次救急医療施設まで60分以内で到達できる平戸市の人口が２割増加）

• 現道の課題箇所を回避し、緊急時の避難等においても機能する信頼性の高い高速ネットワークの形成

（国道204号や主要地方道佐世保吉井松浦線等は線形不良箇所が多く存在するなどの課題を抱える。また、原発災害時の避難経路にも指定されている。）

• 佐世保～平戸～松浦を周遊する観光ルートの強化、福岡市２時間圏（日帰り圏）の平戸市までの拡大により地域活性化を支援。

① 住民生活

凡 例

：整備前60分圏域

：整備後60分圏域

：第３次救急医療施設

・起 終 点： 長崎県松浦市志佐町浦免

～長崎県北松浦郡佐々町沖田免

・延 長 等： １９．１km
（第１種第３級、２車線、設計速度 ８０km/h）

・全体事業費：約８００億円

・計画交通量： 約１１,６００台/日

まつ うら し さ

きた まつ うら さ ざ

うら めん

おき た めん

ちょう

ちょう

乗用車 小型貨物 普通貨物

約9,100台/日 約1,600台/日 約900台/日

松浦市

佐々町

佐世保市

佐世保市立総合病院

平戸市

図２ 第３次救急医療施設６０分圏域

ひら ど まつ うら

さ せ ぼ

福岡市から２時間圏

図３ 長崎県北部地域の道路状況

平戸市
田平町平戸市

佐世保市
鹿町町

佐世保市
江迎町

佐世保市
小佐々町

佐世保市
吉井町

松浦市

佐世保市
世知原町

佐々町

佐々IC

(仮)松浦IC
(仮)調川IC

松
浦
佐
々
道
路

・線形不良箇所132箇所
・幅員狭小区間10区間
・土砂・落石災害21回/10年

長崎県北松浦郡

佐々町沖田免

長
崎
県
松
浦
市

志
佐
町
浦
免

平戸江迎御厨IC（仮称）

江迎鹿町IC（仮称）

・平戸市の全人口(離島除く)のうち約
５割が第３次医療施設60分到達圏

外に在住（3.3万人中1.5万人）

ひら ど

※６０分圏人口比（離島除く）５４％

凡 例

：整備前60分圏域

：第３次救急医療施設

平戸市民
の５割が

６０分圏外
に在住

出典：長崎県観光統計

佐世保は
増加

平戸松浦
は横ばい

８０万人増加

横ばい

現況

整備後

６０分圏内に在住する
平戸市民が２割増加

・長崎県総合計画（規格の高い道路の成果目標）において福岡市
２時間圏（日帰り圏）の平戸市までの拡大を目標として設定

・第３次救急医療施設までの救急搬送時間短縮による
救命率の向上が期待される【図５】

※平戸市の６０分圏内人口比（離島除く）

：線形不良箇所Ｒ＜100m

：幅員狭小区間Ｗ＜5.5m

凡 例

：原子力災害時避難経路

：土砂・落石災害箇所

佐々IC

さ せ ぼ よし い まつ うら

ひら ど えむかえみくりや

えむかえしかまち

ま
つ
う
ら

し
さ
ち
ょ
う
う
ら
め
ん

さ ざ

きたまつうら

さざちょうおきためん

まつうら

現況５４％→整備後７７％（２割増加）

現況５６分→整備後４０分（１６分短縮）

B/C EIRR※1 総費用:６２１億円※2 総便益:７８２億円※2

1.3 5.3%
・事　業　費：５８５億円
・維持管理費：　３６億円

・走行時間短縮便益：６５６億円
・走行経費減少便益：　６９億円
・交通事故減少便益：　５８億円

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年(Ｈ２５年)における現在価値を記載

（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

■大規模地震に対するネットワークとしての防災評価

※平戸市～佐世保市間の整備の有無
について評価

図７ 現況の評価レベル

■費用便益分析結果

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

①主要都市・拠点間の防災機能評価※

　〔平戸市～佐世保市の評価〕【図７】

　　現況Ｄ　→　整備後Ｂ　　　　　 　［◎］

②市町村間等の連結性評価

　　改善度 ： 1.7　　　　　　　　　 　　［◎］

　　　（弱点度）整備前 ： 1.5

　　　　　　　　　整備後 ： 0.9　



計画縦断図
全体延長：19.1㎞

土工延長： 9.7㎞

橋梁延長： 3.1㎞

ﾄﾝﾈﾙ延長： 6.3㎞

(仮)平戸江迎御厨ＩＣ (仮)江迎鹿町ＩＣ

(仮)松浦ＩＣ
まつうら

佐々ＩＣ
さ ざ

ひらど えむかえ みくりや えむかえ しかまち

【土工部】 【橋梁部】 【トンネル部】

標準横断図

あ さ ひ あ つ み

一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路に係る新規事業採択時評価
まつ うら さ ざ

谷口～伊万里東
H29開通予定

北波多～谷口
H26開通予定

山代～今福
H26開通予定

今福～調川
H29開通予定

調川～松浦
H30開通予定

玄海原子力発電所

松浦佐々道路

※未供用のＩＣ名は仮称

つきのかわ まつうら いまふく つきのかわ やましろ いまふく

きた は た たにぐち

い ま り ひがしたにぐち

まつうら さ ざ

げんかい

［単位：m］

山代～今福
H26開通予定

今福～調川
H29開通予定

調川～松浦
H30開通予定

つきのかわ まつうら いまふく つきのかわ やましろ いまふく



560 571
644

267 254 267

0

200

400

600

800

H22 H23 H24

佐世保市 平戸・松浦市（万人/年）

平戸市
田平町平戸市

佐世保市
鹿町町
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佐世保市
小佐々町

佐世保市
吉井町

松浦市
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世知原町

佐々町

佐々IC

(仮)松浦IC
(仮)調川IC

松
浦
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道
路

線形不良等により

走行性が悪い現道

伊万里松浦道路

佐々IC

平戸 松浦

佐世保

ハウステンボス

福岡市から２時間圏

松浦市

佐々町

佐世保市

佐世保市立総合病院

平戸市

③観光客数の伸び悩み

○隣接する佐世保（ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ等）の
年間観光客数は過去２年で８０万人
増加しているが、平戸・松浦市は横
ばいの状況である（図３）

①高度医療施設へのアクセス

○平戸市の全人口（離島除く）のう
ち約５割が第３次医療施設６０分
到達圏外に在住（3.3万人中
1.5万人）（図１）

※６０分圏人口比（離島除く）５４％

②緊急時の避難、救助活動等

○周辺の道路は線形不良箇所
等の課題を抱える箇所が多
数存在しており、一部は原
発の避難経路に指定されて
いるが、緊急時の避難・救
助活動における信頼性は低
い（図２）

西九州自動車道（松浦～佐々）における計画段階評価

１．長崎県北松地域の課題

３．政策目標

①高度医療施設への速達性の向上
②緊急時においても機能する高速ネットワークの形成
③観光地間の速達性・走行性の向上、福岡市からの旅行時間短縮

２．原因分析

②現道の課題

○周辺の道路は、線形不良箇所（Ｒ＜１
００ｍ）１３２箇所、幅員狭小区間（Ｗ＜
５．５ｍ）１０区間を始めとして、その他
の道路も含め、構造上の問題箇所が
多数存在している。
（図２・ 写真１）

写真２ 法面崩壊状況（江迎地区）H3.6.9

図３ 長崎北部地域の観光客数の推移

佐世保市は大幅に増加
平戸・松浦市は横ばい

図４ 長崎県北部地域の観光地とルート状況

図１ 第３次救急医療施設６０分圏域

③観光地間の周遊が未形成

○佐世保～平戸～松浦間をつな
ぐ現道は線形不良等により走行
性が悪く、周遊する観光ルート
が脆弱（図４）

○平戸市は福岡市から２時間圏外
に位置している（図４）

写真１ 平面線形不良箇所 （国道204号）

※日帰り行動圏２時間（長崎県「長崎県の道づくり基本方針」H23.12）

図２ 北松地域の災害発生状況及び道路状況

松浦市

出典：長崎県観光統計

凡 例
：観光施設

凡 例

600万人/年

300万人/年

150万人/年

観光客数

H24長崎県観光統計

平戸市民の５割が
60分圏外に在住

凡 例

：整備前60分圏域

：第３次救急医療施設

①高速道路ネットワークが未整備

○高度医療施設への救急搬送道路及
び、緊急時の避難、救助活動に利用
する高速道路ネットワークが未整備で
ある

○「北松地すべり地帯」と称される
地域であり、通行規制を伴う土
砂・落石災害が過去１０年間に
２１回発生（ 写真２）

：線形不良箇所Ｒ＜100m

：幅員狭小区間Ｗ＜5.5m

凡 例

：原子力災害時避難経路

：土砂・落石災害箇所
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西九州自動車道（松浦～佐々）における計画段階評価

４．対策案の検討

図５ 北松地域における対策案検討

松浦IC
～調川IC

佐々IC
～相浦中里IC

L=2.2km
〔事業中〕

L=4.0km
H23.9開通

標準断面図

【土工部】 【橋梁部】 【トンネル部】

〔案③】現道改良案

対応方針（案）：案①による対策が妥当
【計画概要】
・一般国道路線名：一般国道４９７号
・区間：長崎県松浦市志佐町浦免～長崎県北松浦郡佐々町沖田免
・概略延長：L=19.1km ・標準車線数：２車線
・設計速度：80km/h ・概ねのルート：図５(案①)のとおり

（参考）当該事業の経緯等

地元調整の状況等

・H19.1 ：市民参加型道路計画（構想段階PI）実施
・H19.2 ：整備の必要性、ルート検討範囲（約1～2km）からの絞り込み、

インターチェンジについて地元意見交換会
・H19.2～3：地域住民アンケート
・H19.3 ：地域の代表者懇談会、事業者アンケート
・H19.5 ：アンケート等の結果について地元意見交換会
・H19.12：「道路計画の基本的な考え方」のとりまとめ（構想PI完了）
・H25.7 ：都市計画決定告示

地域の要望等

・H25.2 ：長崎県議会議員、平戸市議会議長等が国土交通副大臣に
早期事業化の要望

・H25.6 ：長崎県知事、県議会議長等が国土交通大臣にH26年度新規
事業化の要望

・H25.7 ：長崎県副知事が国土交通大臣にH26年度新規事業化の要望
・H25.10：高規格幹線道路「西九州自動車道」建設促進総決起大会開催
・H25.10：長崎県知事が国土交通大臣にH26年度新規事業化の要望
・H25.12：長崎県知事が国土交通副大臣にH26年度新規事業化の要望
・H26.2 ：長崎県知事が国土交通大臣にH26年度新規事業化の要望

〔案②】全線ＢＰ（最短ルート）案

〔案①】全線ＢＰ（アクセス重視）案

［単位：m］

△ 時間短縮が大きい ○
最短ルートのため、

時間短縮が〔案１〕より大きい
× 時間短縮が小さい

○ 〔案２〕より向上 △ 速達性向上 × ほとんど向上しない

△ 概ね８００億円 × 概ね８８０億円 ○ 概ね６００億円

総合評価

①高度医療へのアクセス ほとんど向上しない

②緊急時においても機能する高速ネットワークの確保

評価軸 〔案②〕全線ＢＰ（最短ルート）案

○ △ ×

コスト

〔案③〕現道改良案

○ ×△

第３次医療施設への６０分圏内区域が案２より拡大 第３次医療施設への６０分圏内区域が拡大

〔案①〕全線ＢＰ（アクセス重視）案

現道の線形不良箇所等を解消
　線形不良箇所　４１箇所　→　０箇所
　幅員狭小区間　　７箇所　→　０箇所

△
解消しない

　線形不良箇所　４１箇所　→　２１箇所
　幅員狭小区間　　７箇所　→　　０箇所

③観光地間の速達性・走行性の向上

現道の線形不良箇所等を解消
　線形不良箇所　４１箇所　→　０箇所
　幅員狭小区間　　７箇所　→　０箇所

○ ○
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